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第３学年「冬の生き物たち」利用案

佐々木 昭弘：筑波大学附属小学校 教諭

【単元のねらい】
冬の森に住む生き物たちが、どのように生きているのかを観察する視点を示し、自然の

中で冬に生きる生き物に興味・関心をもって観察できるようにする。また、自然の冬に生
きる生き物の生きる工夫が種によって違うことをとらえさせる。

【番組の利用にあたって】
本番組は、学習指導要領Ｂ－（２）の以下の内容に関わる内容となっている。

身の回りの生物の様子を調べ、生物とその周辺の環境との関係についての考えをも
つことができるようにする。

ア 生物は、色、形、大きさなどの姿が違うこと。
イ 生物は、その周辺の環境とかかわって生きていること。

第３学年では、春、夏、そして秋までの指導が一般的ではあるが、春を待つために生き
物たちがどのような「生きる工夫」の多様性に触れることは、大変大切なことと考える。

そこで、番組を活用するにあたって、子どもたちに冬の生き物たちの姿への興味・関心
をもってもらうために、導入部分での視聴を基本とし、観察の視点をもって観察できるよ
うに配慮する。

○：学習活動 ◇：支援 ◆：番組 ■：クリップ ▲：ワークシート

次 時 学習活動 教師の支援

第 １
一 植物や動物たちは、冬の森の中でどのように生きているのだろうか？
次

○これまで観察してきた植物や動 ◇話し合いでは、春、夏、秋とこれまで
物たちが、冬になってどう生き 観察してきた同植物の様子を想起させ
ているのか話し合う。 ながら、冬の生き物の様子を予想でき

・こん虫は死んじゃったのかな？ るよう助言していく。
・成虫は死んでいるかもしれない ■冬のドングリ

けど、卵やさなぎはあると思う。 ■冬のモンシロチョウ
・植物も枯れちゃったけど、種は ■冬の水中の生きもの
落ちているはず。

・葉っぱが落ちちゃった木も、春
をまっていると思う。

◆『冬の生き物たち』を視聴する。 ▲冬の林や森の中を調べよう１～３
◇ワークシートへの記録の仕方を、観察
前に指導しておく。

２ 観察１
○冬の森に出かけ、植物や動物た ◇番組の中で生き物たちが隠れていた場

ちの様子を観察し、ワークシー 所が「落ち葉の中」「土の中」「石の
トに記録する。 下」「池の中」「木の幹や枝」だった

・どこにいるのかな？ ことを想起できるよう助言する。
・いたいた！

動物や植物たちは、冬の森の中で様々な「生きる工夫」をしながら生き
ている。


